
2009 © ASAHI e-text編集委員

Topics: 外来語の表し方 (1)
中国語学習のための基礎知識

ーことば編ー

外来語はどうする?　漢字しかない中国語で

中国語は基本的には漢字だけで書き表されます。日本語のように平仮名やカタカナがあるわけではあ
りません。
平仮名やカタカナは便利ですね。読み方の分からない漢字にルビをふることができます。「次の漢字

によみがなをつけなさい」という試験では，漢字に平仮名で読みがなをつけました。
中国では漢字しかないので，こういう時にはピンインという特別に定めたアルファベットを使うので

した。いま皆さんも学んでいます。
しかし，ピンインは辞書や教科書などで発音を示すのに使われるだけで，普通の中国語の文章では出

てきません。
中国の新聞や雑誌はこんな風です。

そこで，中国語では「外来語をどう表す」かが問題になります。漢字しかないので，すべて漢字を使っ
て表すのが原則です。
いくつかタイプがあります。まず一番てっとり早いのは「音訳」です。漢字を当て字として，その音

だけを利用するのです。例えば「マラソン」，marathon という外来語を日本語ではカタカナで表してい
ます。同じように，中国語でも，ただし漢字しかないので，漢字を使って：
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● 外来語の表し方 (1)

　　马拉松 mälãsõng

と表します。発音してみると「マーラーソン」ですか
らまさに音訳です。“马”とか“松”とかの意味は全然
関係ありません。他にも次のようなものが「音訳」の例
です。

　　沙发 shãfã（ソファ）　　咖啡 kãfëi（コーヒー）

　　巧克力 qiäokèlì（チョコレート）

 次も音訳には違いないのですが，すこしタイプの違うものです。

　　可口可乐 kåköu kålè（コカコーラ）　　维他命 wéitãmìng（ビタミン）

ピンインを見ながら発音してみると，確かに「コカコーラ」という音に近いでしょう。でも今度は漢
字にも注目してください。“可口”のところは「口にすべし（おいしい）」という意味です。“可乐”のと
ころは「楽しむべし」と読めます。つまり，音が「コカコーラ」に近いだけでなく，その内容も「おい
しくて楽しい」という意味をあらわしているわけです。こういうのを「音義融合型」と呼んでいます。
もう一つ，「ビタミン」の例を見ましょう。これもピンインを読むと，ほぼ「ヴィタミン」のような

音ですね，そして漢字をみると「他
かれ

の命を維持する」という意味になっています。ですから，これも「音
義融合型」なのです。中国人は外来語の取り入れでも，こういうタイプが大好きです。
以下，同じような例を3つほど挙げておきます。漢字の意味がどう働いているかも考えてみてください。

　　俱乐部 jùlèbù（クラブ）　　润丝 rùnsï（リンス）　　幽浮 yõufú（UFO）

なお欧米の人名や地名，国名などは基本的には音訳です。

　　哈利・波特 Hãlì Bõtè （ハリーポッター） 贝多芬 Bèiduõfën （ベートーベン）    
　　牛顿  Niúdùn  （ニュートン） 达芬奇 Dáfënqí （ダビンチ）   
　　伦敦 LúndÆn （ロンドン） 巴黎 Bãlí （パリ）

　　罗马 Luómä （ローマ） 马德里 Mädélœ （マドリッド）


